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関数 f(x) = x2 − |x2 − 2x| について以下の問いに答えよ．

(1) y = f(x) のグラフの概形を描け．

(2) 点 (0, − 1) を通る直線 y = mx− 1 が y = f(x) と 3個の共有点をもつための傾

き m の範囲を求めよ．

(3) y = f(x) のグラフと直線 y = 2x で囲まれる部分の面積を求めよ．
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【答】

(1) 略

(2) 2
√
2− 2 < m < 2, 2 < m < 5

2

(3) 8
3

【解答】
f(x) = x2 − |x2 − 2x|

(1) 場合分けし，絶対値をはずすと y = 2x2 − 2x

y = 2x
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f(x) = x2 − |x(x− 2)|

=

{
x2 − (x2 − 2x) (x(x− 2) ≧ 0 のとき)

x2 + (x2 − 2x) (x(x− 2) ≦ 0 のとき)

=

{
2x (x ≦ 0, 2 ≦ x のとき)

2x2 − 2x (0 ≦ x ≦ 2 のとき)

=

{
2x (x ≦ 0, 2 ≦ x のとき)

2
(
x− 1

2

)2

− 1
2

(0 ≦ x ≦ 2 のとき)

よって，y = f(x) のグラフの概形は右図の実線部分と
なる．

(2) 直線 y = mx− 1 と放物線 y = 2x2 − 2x が接する条件は

2x2 − 2x = mx− 1

すなわち

2x2 − (m+ 2)x+ 1 = 0

が重解をもつことであり，(判別式) = 0である．

(m+ 2)2 − 8 = 0

∴ m = −2± 2
√
2

(1)の図より，接点の x 座標が 0 < x < 2 に y = 2x2 − 2x

y = 2x
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m = 2
√
2− 2

m = 5
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m = 2
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あるのは

m = 2
√
2− 2

のときである．
また，直線 y = mx− 1 が点 (2, 4) を通るの

は，4 = 2m− 1 より

m = 5
2

のときであり，直線 y = mx− 1 が直線 y = 2x
と平行になるのは，

m = 2



2

のときである．
よって，y = mx− 1 が y = f(x) と 3個の共有点をもつための m の範囲は

2
√
2 − 2 < m < 2, 2 < m < 5

2
……（答）

である．
(3) 求める面積は，右図の斜線部分の面積であり y = 2x2 − 2x

y = 2x
2
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∫ 2

0

{2x− (2x2 − 2x)} dx

= −2

∫ 2

0

x(x− 2) dx

= 2 · (2− 0)3

6

= 8
3

……（答）

である．


